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介護保険給付費の推移（各年度決算額）
居宅サービス
地域密着型サービス
施設サービス
その他 116.4億円116.4億円

107.1億円107.1億円103.3億円103.3億円99.4億円99.4億円98.2億円98.2億円93.0億円93.0億円85.5億円85.5億円
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45.1億円45.1億円
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介
護
保
険
の
状
況

安
心
し
て
住
み
慣
れ
た
地

域
で
暮
ら
せ
る
社
会
へ

荒川区長
にしかわ たいいちろう

西川 太一郎

小・中学生の部
大丈夫！
みんながあなたを
支えてる

佐々木唯花さん
（第一中学校１年）

一般の部
感謝する
気持ちでつながる
介護の輪

佐藤かほりさん
（南千住在住）

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
要
介
護
高

齢
者
の
増
加
、
介
護
期
間
の
長
期
化
な

ど
介
護
の
必
要
性
が
増
大
す
る
一
方
で
、

核
家
族
化
や
介
護
す
る
家
族
の
高
齢
化

な
ど
、
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
を

支
え
て
き
た
家
族
の
状
況
も
変
化
し
て

き
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
は
、
そ
の
よ
う
な
介

護
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
介
護
を
必

要
と
す
る
人
を
社
会
全
体
で
支
え
る
社

会
保
険
制
度
と
し
て
、
平
成
１２
年
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
老
人
福
祉
（
措
置
制
度
）

と
老
人
保
健
（
医
療
保
険
）
に
分
か
れ

て
い
た
高
齢
者
の
介
護
に
か
か
わ
る
制

度
を
再
編
成
し
、
介
護
を
必
要
と
す
る

方
が
、
必
要
な
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
総
合
的
・
一
体
的
に
、
利
用
者
が
選

択
し
て
利
用
出
来
る
仕
組
み
と
な
り
ま

し
た
。

１２
年
度
以
降
、荒
川
区
の
高
齢
者（
６５

歳
以
上
）
人
口
も
上
昇
し
続
け
、
介
護

保
険
の
第
一
号
被
保
険
者
数
は
、
４
万

４
０
４
６
人
（
２２
年
３
月
末
日
現
在
）、

１２
年
度
と
比
較
し
て
約
１
・
２
倍
に
増

加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
に
サ

ー
ビ
ス
利
用
が
急
速
に
拡
大
し
、
１２
年

度
と
２１
年
度
の
保
険
給
付
費
を
比
較
す

る
と
約
２
・
６
倍
に
伸
び
て
お
り
（
左

上
表
参
照
）
、
介
護
保
険
は
、
介
護
を

必
要
と
す
る
高
齢
者
と
そ
の
家
族
を
支

え
る
仕
組
み
と
し
て
定
着
し
て
き
ま
し

た
。介

護
保
険
制
度
は
、
創
設
か
ら
１０
年

を
迎
え
ま
し
た
。

世
界
に
類
を
見
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
進

む
高
齢
化
は
平
成
３７
年
に
ピ
ー
ク
を
迎

え
、
今
後
の
介
護
保
険
制
度
を
取
り
巻

く
状
況
は
、
認
知
症
高
齢
者
や
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
の
増
加
な
ど
に
よ
る
介
護

ニ
ー
ズ
の
増
加
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
担

い
手
で
あ
る
介
護
従
事
者
の
確
保
な
ど
、

課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
課
題
に
立
ち
向
か
っ
て
い

く
た
め
に
、
今
、
問
わ
れ
て
い
る
の
は

未
来
へ
の
想
像
力
で
す
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
地
域

で
支
え
合
う
一
人
ひ
と
り
の
取
り
組
み

や
努
力
の
積
み
重
ね
が
、
高
齢
期
も
安

心
し
て
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
せ
る

社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
に
必
要
不
可

欠
と
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
と
い
う
「
未
来
へ
の

遺
産
」
を
次
世
代
に
残
す
た
め
に
、
区

は
、
介
護
現
場
の
声
に
耳
を
傾
け
、
区

民
の
皆
さ
ん
と
協
力
す
る
と
と
も
に
、

変
革
へ
の
行
動
を
強
化
し
、
未
来
に
向

け
て
更
な
る
飛
躍
を
目
指
し
ま
す
。

〈平成２２年〉

介
護
を
す
る
方
、
さ
れ
る
方
の
理
解

を
深
め
る
と
共
に
、
地
域
で
支
え
合
っ

て
い
け
る
よ
う
、
介
護
に
関
す
る
心
温

ま
る
標
語
を
募
集
し
ま
し
た
。

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
次
の
作
品
が

入
賞
し
ま
し
た
（
敬
称
略
）
。

小
・
中
学
生
の
部

!
最
優
秀
賞
（
１
編
）

▽
大
丈
夫
！

み
ん
な
が
あ
な
た
を

支
え
て
る

佐
々
木
唯
花
（
第
一
中
学
校
１
年
）

!
優
秀
賞
（
２
編
）

▽
さ
し
の
べ
る

そ
の
手
が
未
来
を

変
え
ら
れ
る

坂
田
晴
香
（
第
一
中
学
校
１
年
）

▽
手
を
つ
な
ぎ

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

介
護
の
輪

清
水
陸
月
（
瑞
光
小
学
校
５
年
）

!
佳
作
（
５
編
）

▽
わ
ら
っ
て
ね

み
ん
な
が
い
る
よ

大
じ
ょ
う
ぶ

菊
地
佳
穂（
第
三
瑞
光
小
学
校
４
年
）

▽
未
来
へ
つ
な
げ

こ
の
町
の

優
し

い
心
と
思
い
や
り

栗
田
美
優
（
第
一
中
学
校
１
年
）

▽
支
え
あ
い

み
ん
な
で
サ
ポ
ー
ト

明
る
い
介
護

福
岡
葵
（
第
一
中
学
校
１
年
）

▽
介
護
し
て

言
わ
れ
て
う
れ
し
い

感
謝
の
言
葉

!
木
悠
平
（
第
三
中
学
校
２
年
）

▽
高
齢
化

支
え
て
み
せ
ま
す

ぼ
く

た
ち
が金

昇
在
（
第
三
中
学
校
２
年
）

一
般
の
部

!
最
優
秀
賞
（
１
編
）

▽
感
謝
す
る

気
持
ち
で
つ
な
が
る

介
護
の
輪

佐
藤
か
ほ
り
（
南
千
住
在
住
）

!
優
秀
賞
（
１
編
）

▽
よ
か
っ
た
ね

一
人
じ
ゃ
な
い
よ

介
護
保
険熊

谷
よ
し
江
（
町
屋
在
住
）

!
佳
作
（
２
編
）

▽
支
え
合
い

生
き
る
よ
ろ
こ
び

分

け
あ
っ
て高

橋
弥
生
（
南
千
住
在
住
）

▽
住
み
な
れ
た
町
で
い
つ
ま
で
も
…

地
域
で
支
え
る
介
護
の
輪

帯
屋
七
美
（
日
暮
里
在
勤
）

介
護
保
険
制
度
１０
年
を
振

り
返
っ
て

１２
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
介
護
保

険
制
度
は
、
今
年
で
１０
年
を
経
過
し

ま
し
た
。
介
護
保
険
制
度
は
、
そ
れ

ま
で
家
族
の
負
担
に
よ
り
担
わ
れ
て

き
た
高
齢
者
の
介
護
を
社
会
全
体
で

支
え
る
仕
組
み
と
し
て
導
入
さ
れ
、

着
実
に
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

区
は
、
制
度
発
足
以
来
繰
り
返
さ

れ
る
改
正
に
よ
り
制
度
の
狭
間
に
立

た
さ
れ
る
利
用
者
を
支
え
る
た
め
、

区
独
自
の
負
担
軽
減
措
置
や
介
護
保

険
料
の
減
免
措
置
等
を
実
施
す
る
な

ど
、
介
護
保
険
制
度
の
安
定
し
た
運

営
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
最
近
で
は

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
整
備
に
つ
い

て
、
利
用
者
の
負
担
が
少
な
く
利
用

し
や
す
い
多
床
室（
相
部
屋
）の
必
要

性
と
地
域
の
実
情
を
、
特
別
区
長
会

を
通
じ
て
強
く
訴
え
て
き
ま
し
た
。

東
京
都
と
も
力
を
合
わ
せ
た
結
果
、

施
設
の
在
り
方
に
対
す
る
国
の
方
針

を
転
換
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

現
在
、
区
で
は
、
２１
年
３
月
に
策

定
し
た
「
第
４
期
介
護
保
険
事
業
計

画
」
に
基
づ
き
、
介
護
を
必
要
と
す

る
高
齢
者
等
が
、
必
要
な
時
に
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

適
切
な
介
護
保
険
事
業
運
営
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
号
は
、
介
護
保
険
制
度
が
歩
ん

だ
１０
年
の
軌
跡
を
た
ど
る
こ
と
で
、

区
民
の
皆
さ
ま
が
介
護
を
よ
り
身
近

に
感
じ
る
き
っ
か
け
に
し
て
頂
き
た

い
と
い
う
思
い
で
発
行
し
ま
し
た
。

社
会
的
に
孤
立
し
や
す
い
方
を
社
会

の
つ
な
が
り
の
中
で
支
え
合
う
「
協

力
社
会
」
を
、
皆
さ
ま
と
共
に
構
築

す
る
足
掛
か
り
と
さ
せ
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。今
後
と
も
、区
の
介
護

保
険
事
業
運
営
へ
の
よ
り
一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

駅などでお年寄りが困って
いる場面などを考えながら作
りました。自分のおじいちゃ
んやおばあちゃんと会うのは、
一年に１回くらいなので介護
のことはあまり考えたことは
ありませんが、この標語を見
て、みんなが介護に関心を持
ってくれたら良いなと思いま
す。
家族からも最優秀賞に選ば
れるなんてすごいねと言われ
て、とてもうれしく思ってい
ます。

最近、入院を経験し、毎日
高齢者と接するようになって、
初めて介護について考えるよ
うになりました。その時強く
感じたのが、介護は、する方
もされる方も大変な思いがあ
るということです。そこで、
「感謝する」気持ちを作品に
してみました。
特に介護とはかかわりが無
く、まだ先のことと考えてい
ましたが、今回の受賞をきっ
かけに、今の自分に出来るこ
とをしていきたいと思います。

http://www.city.arakawa.tokyo.jp/
http://www.city.arakawa.tokyo.jp/keitai/

荒川区のホームページ
携帯電話からは

!
"
#
$
点
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

介護保険の未来は地域がつくる

介護の日は、介護についての理
解を深め、介護従事者や介護サー
ビス利用者とその家族等を地域の
中で支援し、支え合いや交流を促
進するために制定されました。
介護の日をきっかけに、介護に
ついて考えてみませんか。
問合せ 介護保険課 "内線２４３１

最優秀賞を受賞した皆さん

発行 荒川区福祉部介護保険課 !（３８０２）３１１１ 〒１１６―８５０１東京都荒川区荒川２―２―３ ８万３０００部発行

～区政は区民を幸せにするシステム～



!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!

""""""""""""
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
" """""""""""

"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"

!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
! !!!!!!!!!!!!!!!!!!!!

!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!

""""""""""""""

0
1,000
2,000
3,000
4,000
5,000
6,000
7,000
8,000

12年度 14年度15年度 17年度18年度19年度20年度21年度16年度13年度

要介護等認定者数の推移（各年度末現在）

要介護５
要介護４
要介護3
要介護２
要介護１
要支援２
要支援１
要支援

7,7387,7387,3607,3607,1357,1356,9916,9916,8896,8896,5066,506
5,9325,932

5,2905,290
4,6134,613

3,9413,941

###################################
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0

25

50

２年以上１～２年４カ月
～１年

４カ月
未満

（％）

参加者の体操継続期間と
「転ばなくなった」と答えた人の割合の変化

荒川ころばん体操の効果
＊19年度参加者アンケート（532人）より

4カ月目から効果を実感！
長く続けることが大切です！！

42％
32％28％

11％

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
で
、
長

年
に
わ
た
り
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
従

事
し
、
地
域
の
高
齢
者
福
祉
の
増
進
に

尽
力
し
た
方
を
表
彰
す
る
制
度
で
す
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
の
勤
労

意
欲
の
促
進
と
共
に
、
区
内
の
質
の
高

い
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
お
り
、
次
の
６３
人
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
（
敬
称
略
）
。

!
介
護
支
援
専
門
員
（
１１
人
）

▽
青
島
憲
子

▽
上
野
静
子

▽
長
部
喜
美
子

▽
加
藤
冨
美
江

▽
金
子
の
り
子

▽
菊
地
孝
典

▽
桑
原
清
美

▽
高
澤
豊
美

▽
千
葉
千
鶴

▽
中
原
冨
美
子

▽
渡
邊
容
子

!
施
設
介
護
職
員
等
（
８
人
）

▽
石
橋
千
賀
子

▽
尾
山
剛
一

▽
高
橋
三
雪

▽
滝
上
歳
子

▽
松
岡
愛

▽
大
森
仁
志

▽
大
屋
和
枝

▽
川
田
英
樹

!
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者（
１
人
）

▽
勝
又
正
子

!
生
活
相
談
員
（
２
人
）

▽
高
津
美
智
子

▽
武
田
左
希
子

!
福
祉
用
具
専
門
相
談
員（
１
人
）

▽
青
木
眞
理
子

!
訪
問
介
護
員
（
３２
人
）

▽
青
木
治
江

▽
五
十
嵐
敏
子

▽
伊
藤
あ
き
み

▽
江
波
戸
ハ
ル

▽
大
和
田
早
智
子

▽
小
野
ト
ミ

▽
小
曲
は
つ
江

▽
酒
巻
節
子

▽
佐
藤
ト
ミ

▽
佐
野
紀
子

▽
杉
山
ツ
ナ

▽
高
崎
好
美

▽
高
見
澤
芳
子

▽
田
口
初
枝

▽
田
島
富
季
子

▽
恒
木
尊
子

▽
中
紀
子

▽
長
谷
川
智
子

▽
服
部
リ
ヨ

▽
原
田
裕
子

▽
樋
口
和
子

▽
本
多
久
美
子

▽
水
井
文
江

▽
溝
田
美
智
子

▽
南
広
子

▽
宮
崎
惟
江

▽
森
田
す
み
ゑ

▽
谷
地
畝
秀
子

▽
柳
瀬
喜
久
美

▽
山
田
八
千
代

▽
山
本
き
み
代

▽
渡
辺
栄
子

!
看
護
師
（
８
人
）

▽
荒
木
美
穂
子

▽
石
井
倫
子

▽
奥
原
直
美

▽
菅
野
喜
代
美

▽
菅
谷
真
理

▽
中
村
亜
紀

▽
村
井
康
子

▽
和
田
雅
美

◇

◇

問
合
せ

介
護
保
険
課!

内
線
２
４
３
６

私
は
病
棟
の
看
護
師
で
し
た
が
、
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
研
修
で
訪
問
看
護
を
体
験

し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
在
宅
支
援

に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
在
宅
支
援
を

続
け
る
中
で
大
変
な
こ
と
は
あ
り
ま
し

た
が
、
今
ま
で
続
け
る
こ
と
が
出
来
た

の
は
、
ス
タ
ッ
フ
や
利
用
者
、
家
族
の

支
え
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

利
用
者
に「
安
心
出
来
ま
す
」と
言
っ

て
も
ら
え
る
こ
と
で
信
頼
が
生
ま
れ
、

利
用
者
や
そ
の
家
族
の
個
々
の
価
値
観

を
認
め
、
寄
り
添
う
こ
と
で
共
感
が
持

て
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
介
護
従
事
者

に
と
っ
て
、
利
用
者
の
価
値
観
に
共
感

出
来
る
こ
と
は
、
大
切
な
資
質
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
開
始
前
と
比
べ
る
と
、

介
護
や
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
と
い
う
利

用
者
側
か
ら
の
壁
は
低
く
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。
た
だ
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を

タ
イ
ム
リ
ー
に
使
え
る
制
度
に
改
善
す

る
必
要
は
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
在
宅
ケ
ア
の
必
要
性
が
高
ま
る
中

で
、
そ
れ
を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

の
職
員
が
楽
し
く
、
前
向
き
に
仕
事
を

す
る
た
め
に
も
、
職
員
の
待
遇
が
も
う

少
し
良
く
な
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

医
療
と
介
護
の
連
携
が
ま
す
ま
す
必

要
と
な
る
在
宅
の
利
用
者
に
対
し
て
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
区
の
関
係

機
関
と
連
携
を
と
り
、
こ
れ
か
ら
も
質

の
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
は
、
平
成
１２
年
４
月

に
ス
タ
ー
ト
し
、
１０
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
超
高
齢
化
社
会
を
見
据
え
、
医
療

と
福
祉
の
連
携
を
旗
印
に
、
こ
れ
ま
で

の
医
療
や
年
金
等
の
社
会
保
障
制
度
と

は
異
な
る
、
新
し
い
社
会
保
険
シ
ス
テ

ム
の
導
入
で
し
た
。

荒
川
区
医
師
会
も
、
会
員
に
対
し
介

護
保
険
制
度
へ
の
参
加
を
呼
び
掛
け
、

毎
年
、
要
介
護
認
定
に
か
か
わ
る
審
査

判
定
、
適
切
な
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
の
重

要
な
資
料
と
な
る
主
治
医
意
見
書
の
記

載
方
法
等
が
適
切
に
行
わ
れ
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
、
主
治
医
研
修
会
を
開
催

し
て
き
て
い
ま
す
。

介介
護護
認認
定定
審審
査査
会会
のの
創創
設設

介
護
認
定
審
査
会
は
、
被
保
険
者
か

ら
の
申
請
に
つ
い
て
、
訪
問
調
査
の
結

果
、
主
治
医
の
意
見
書
を
基
に
要
介
護

状
態
に
該
当
す
る
か
の
審
査
・
判
定
を

行
う
こ
と
を
業
務
と
し
て
設
置
さ
れ
、

審
査
会
委
員
と
し
て
医
師
会
員
を
多
数

出
席
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

荒
川
区
で
の
審
査
会
の
創
設
は
、
１２

年
４
月
よ
り
更
に
古
く
、
９
年
〜
１０
年

ご
ろ
、
介
護
保
険
に
関
す
る
各
種
の
業

務
に
対
す
る
モ
デ
ル
事
業
が
全
国
的
に

展
開
さ
れ
て
い
た
時
期
で
し
た
。
１１
年

１０
月
ま
で
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
、

当
時
の
介
護
保
険
担
当
職
員
と
、
私
を

含
む
医
師
２
人
、
歯
科
医
師
１
人
で
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
を
模
擬
的
に
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
、
苦
労
し
て
審
査
判
定
し
た
こ

と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
正

式
に
医
療
・
保
健
・
福
祉
の
各
専
門
分

野
か
ら
審
査
委
員
を
選
定
し
、
１２
の
判

定
部
会
を
設
置
し
て
現
在
ま
で
審
査
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

要
介
護
認
定
は
、
被
保
険
者
の
申
請

後
、
調
査
員
が
行
っ
た
調
査
結
果
を
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
入
力
し
、
こ
の
結
果

（
一
次
判
定
）と
調
査
員
の
特
記
事
項
、

主
治
医
意
見
書
を
基
に
審
査
会
で
要
介

護
度
（
非
該
当
、
要
支
援
１
・
２
、
要

介
護
１
〜
５
）
を
決
定
し
ま
す
。

介介
護護
保保
険険
制制
度度
のの
課課
題題

い
つ
の
時
代
も
新
制
度
が
発
足
す
る

と
、
問
題
点
や
課
題
が
噴
出
し
て
く
る

の
が
常
で
し
ょ
う
が
、
国
は
過
去
に
何

回
か
要
介
護
認
定
の
適
正
化
・
平
準
化

を
目
的
に
制
度
の
見
直
し
を
行
っ
て
き

て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
２１
年
４
月
に

大
掛
か
り
な
見
直
し
が
行
わ
れ
、
そ
の

一
つ
、
一
次
判
定
ソ
フ
ト
で
も
介
護
の

手
間
・
時
間
の
合
計
を
要
介
護
認
定
等

基
準
時
間
と
し
て
算
出
し
、
要
介
護
度

を
判
定
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
１
年
以
上
経
っ
た
現
在
、

審
査
会
の
現
場
で
は
、
二
次
判
定
に
よ

る
変
更
理
由
が
極
端
に
減
少
し
た
、
前

記
の
基
準
時
間
だ
け
が
先
行
し
、
よ
り

的
確
な
審
査
を
す
る
二
次
判
定
の
意
義

が
狭
小
化
し
た
等
の
批
判
も
出
て
き
て

い
ま
す
。
更
に
、
長
年
の
私
見
で
す
が
、

医
学
的
な
観
点
か
ら
調
査
項
目
に
も
反

映
さ
れ
難
く
、
生
活
機
能
の
低
下
か
ら

も
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
に
属
す
る
と
推
定
さ

れ
る
種
々
の
病
態
の
方
、
す
な
わ
ち
、

慢
性
呼
吸
不
全
や
心
不
全
、
肝
不
全
、

腎
不
全
等
の
病
気
の
患
者
さ
ん
が
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ま
た
、
認
知
症
や
パ

ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
患
者
さ
ん
で
、
季
節

変
動
や
日
差
の
顕
著
な
方
の
オ
フ
時
の

状
況
な
ど
、
意
見
書
の
作
成
の
際
、
特

記
事
項
と
し
て
具
体
的
か
つ
よ
り
詳
細

な
記
載
を
主
治
医
研
修
会
で
お
願
い
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
記
載
は
、

二
次
判
定
に
よ
る
変
更
の
根
拠
と
な
り

得
る
も
の
で
す
。

生生
命命
・・
生生
活活
のの
質質
のの
向向
上上

をを
目目
指指
しし
てて
〜〜
かか
かか
りり
つつ

けけ
医医
のの
役役
割割

最
後
に
、
介
護
保
険
に
お
け
る
「
か

か
り
つ
け
医
」
の
役
割
に
つ
い
て
お
話

し
し
ま
す
。
医
療
は
生
命
の
質
の
担
保

で
あ
り
、
介
護
は
生
活
の
質
の
担
保
と

言
わ
れ
ま
す
。
ま
さ
に
、
医
療
と
介
護

は
車
の
両
輪
で
あ
り
、
地
域
医
療
の
現

場
で
両
者
が
緊
密
な
連
携
を
と
る
こ
と

が
最
も
重
要
で
す
。
医
療
と
福
祉
の
連

携
不
足
か
ら
起
こ
る
弊
害
と
し
て
、
医

療
を
無
視
し
、
サ
ー
ビ
ス
量
だ
け
に
重

点
を
置
い
て
作
成
さ
れ
た
ケ
ア
プ
ラ
ン

に
の
っ
と
っ
た
寝
た
き
り
の
方
が
、
の

ん
び
り
休
息
す
る
こ
と
も
出
来
ず
、
異

様
な
忙
し
さ
の
毎
日
を
送
っ
て
い
る
と

い
う
不
幸
な
事
例
が
あ
り
ま
す
。
こ
う

い
う
由
々
し
い
事
態
が
高
じ
て
い
く
と
、

高
齢
者
に
と
っ
て
医
療
へ
の
ア
ク
セ
ス

が
ま
す
ま
す
疎
遠
と
な
り
、Ｑ
Ｏ
Ｌ（
生

命
・
生
活
の
質
）
の
向
上
等
が
望
む
べ

く
も
無
く
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

も
と
よ
り
、
か
か
り
つ
け
医
の
使
命

は
、
患
者
さ
ん
に
少
し
で
も
安
心
で
良

質
な
医
療
を
提
供
し
、
保
健
・
福
祉
関

連
の
ス
タ
ッ
フ
と
綿
密
に
連
携
し
、
全

人
的
に
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
頂
く
と
こ
ろ

に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

◇

◇

以
上
、
医
師
会
が
少
し
く
か
か
わ
ら

せ
て
頂
い
て
い
る
介
護
認
定
審
査
会
等

を
中
心
に
お
話
し
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
医
療
体
制
の
更
な
る
整
備
は

も
ち
ろ
ん
、
保
健
・
福
祉
の
分
野
と
の

連
携
構
築
に
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
荒
川
こ
ろ
ば
ん
体
操
」

の
魅
力
は
何
で
す
か

▽
た
く
さ
ん
の
人
と
会
い
、
話
が
出
来

る
こ
と
が
何
よ
り
も
楽
し
い
で
す

▽
友
達
が
出
来
ま
す
。
知
ら
な
い
人
と

も
す
ぐ
に
打
ち
解
け
る
こ
と
が
出
来

ま
す

▽
自
分
と
年
代
の
離
れ
た
人
と
も
交
流

出
来
て
、
そ
の
人
の
人
生
や
経
験
を

伺
う
こ
と
が
出
来
る
の
は
と
て
も
魅

力
的
な
こ
と
で
す

▽
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
し
て
、
大
変

だ
と
思
っ
た
こ
と
は
無
く
、
毎
日
楽

し
く
過
ご
し
て
い
ま
す

体
操
を
始
め
た
き
っ
か
け

を
教
え
て
下
さ
い

宮
脇
さ
ん

も
と
も
と
体
を
動
か
す
こ

と
が
好
き
で
、
健
康
に
つ
い
て
関
心
が

あ
り
ま
し
た
。
過
去
に
区
か
ら
健
康
推

進
員
に
任
命
さ
れ
、
そ
の
活
動
中
に
お

世
話
に
な
っ
た
健
康
運
動
指
導
士
の
先

生
に
勧
め
ら
れ
て
６９
歳
で
荒
川
こ
ろ
ば

ん
体
操
を
始
め
ま
し
た
。

田
中
さ
ん

ス
ポ
ー
ツ
は
大
好
き
で
、

区
の
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば
で
い
ろ
い
ろ
な

運
動
に
挑
戦
し
て
い
た
７１
歳
の
時
、
交

通
事
故
に
遭
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
リ

ハ
ビ
リ
も
兼
ね
て
、
体
力
作
り
に
効
果

が
あ
る
方
法
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

「
座
っ
て
行
う
体
操
が
あ
る
」
と
、
知

人
か
ら
誘
わ
れ
て
、
８３
歳
で
体
操
を
始

め
ま
し
た
。
無
理
無
く
楽
し
く
続
け
て

い
ま
す
。

本
橋
さ
ん

６２
歳
の
時
、
友
人
に
誘
わ

れ
て
始
め
ま
し
た
。
専
業
主
婦
と
し
て

暮
ら
し
て
き
て
孫
育
て
も
落
ち
着
い
て

き
た
頃
だ
っ
た
の
で
、
良
い
機
会
で
し

た
。
教
わ
っ
た
体
操
を
ち
ゃ
ん
と
や
り

た
い
と
い
う
希
望
が
か
な
い
ま
し
た
。

毎
日
楽
し
く
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
月

日
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
ね
。

坂
本
さ
ん

退
職
し
て
自
分
に
合
う
も

の
を
探
し
て
い
ま
し
た
。
６５
歳
の
時
、

あ
ら
か
わ
区
報
で
読
ん
だ
健
康
体
操
の

抽
選
に
外
れ
た
代
わ
り
に
、
勧
め
ら
れ

ま
し
た
。
体
操
な
ら
出
来
る
か
な
と
始

め
て
み
た
ら
毎
日
楽
し
く
て
。
継
続
は

力
な
り
で
す
ね
。

津
田
さ
ん

定
年
退
職
し
た
後
、
健
康

の
た
め
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
筋
ト
レ

を
し
た
り
、
家
事
な
ど
手
伝
っ
た
り
し

て
い
ま
し
た
。
６５
歳
の
時
、
妻
が
あ
ら

か
わ
区
報
を
見
て
勧
め
て
く
れ
て
参
加

し
ま
し
た
。男
性
の
参
加
者
が
少
な
く
、

二
の
足
を
踏
み
ま
し
た
が
、
始
め
た
ら

楽
し
く
て
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
活
動

も
始
め
ま
し
た
。

体
操
を
始
め
る
前
と
今
、

心
身
や
生
活
は
ど
の
よ
う

に
変
わ
り
ま
し
た
か

本
橋
さ
ん

脚
の
筋
肉
が
付
き
ま
し
た
。

始
め
た
頃
の
ふ
く
ら
は
ぎ
は
ぷ
よ
ぷ
よ

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
し
ま
っ
た
奇

麗
な
脚
に
な
り
ま
し
た
。
精
神
的
に
も

強
く
な
り
ま
し
た
ね
。
体
操
会
場
で
姑

の
友
人
に
「
お
嫁
さ
ん
し
て
い
た
頃
よ

り
若
く
な
っ
た
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
私

を
家
庭
か
ら
出
し
て
く
れ
た
の
が
荒
川

こ
ろ
ば
ん
体
操
な
ん
で
す
。

津
田
さ
ん

確
実
に
筋
力
が
付
い
て
い

ま
す
。重
心
が
し
っ
か
り
し
ま
し
た
ね
。

ふ
ら
つ
か
な
く
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん

姿
勢
が
良
い
で
す
よ
ね
、
年
配
の
方
で

も
し
ゃ
き
っ
と
し
て
ま
す
よ
。

宮
脇
さ
ん

片
足
立
ち
は
こ
の
年
で
も

ス
ム
ー
ズ
に
出
来
ま
す
よ
。
ふ
ら
つ
か

な
い
。
ま
た
、
た
く
さ
ん
の
人
と
会
話

を
す
る
の
で
、
相
手
の
方
と
良
い
関
係

で
い
る
た
め
に
ど
う
し
た
ら
良
い
か
日

々
学
び
が
あ
り
ま
す
ね
。

津
田
さ
ん

体
操
を
通
し
て
知
り
合
い

が
増
え
ま
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
が
、
何
よ
り
自
分
の
た
め

に
良
い
こ
と
ば
か
り
な
の
で
長
く
続
い

て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
人
の
前
に
出

て
お
話
し
す
る
こ
と
も
適
度
な
緊
張
が

あ
っ
て
良
い
刺
激
に
な
っ
て
い
ま
す
。

田
中
さ
ん

膝
の
痛
み
が
軽
く
な
り
ま

し
た
。
寝
た
き
り
に
な
る
リ
ス
ク
を
考

え
る
と
手
術
に
は
踏
み
切
れ
な
か
っ
た

け
れ
ど
、
体
操
を
続
け
た
こ
と
で
、
筋

力
が
付
い
た
の
で
し
ょ
う
。

◇

◇

荒
川
こ
ろ
ば
ん
体
操
は
、
足
腰
の
筋

力
と
関
節
の
柔
軟
性
を
高
め
る
こ
と
と

姿
勢
を
良
く
す
る
こ
と
で
、
バ
ラ
ン
ス

能
力
と
敏
し
ょ
う
性
を
向
上
さ
せ
、
転

倒
し
づ
ら
い
体
作
り
が
出
来
る
よ
う
に

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
体
操

継
続
期
間
と
「
転
ば
な
く
な
っ
た
」
と

答
え
る
人
の
割
合
は
右
表
の
よ
う
に
な

っ
て
お
り
、
体
操
に
参
加
し
て
４
カ
月

目
か
ら
効
果
を
実
感
す
る
人
が
増
え
て

く
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
般
的
に
、
加
齢
と
共
に
運

動
機
能
は
低
下
し
ま
す
が
、
荒
川
こ
ろ

ば
ん
体
操
に
継
続
し
て
参
加
し
て
い
る

人
は
、
長
期
的
に
体
力
が
維
持
出
来
て

お
り
、
体
操
の
効
果
が
出
て
い
る
と
い

う
結
果
が
出
て
い
ま
す
（
出
典
「
こ
れ

か
ら
の
介
護
予
防
と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
ゆ
く
え
」
）
。

更
に
、
身
体
面
の
改
善
だ
け
で
は
な

く
、
不
眠
が
改
善
さ
れ
た
、
参
加
す
る

の
が
楽
し
み
、
友
人
が
出
来
て
気
持
ち

が
明
る
く
な
っ
た
、
外
出
の
機
会
が
増

え
た
な
ど
、
健
康
面
や
社
会
性
で
も
良

い
変
化
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
音
楽
に
合
わ
せ
て
、

無
理
無
く
楽
し
く
体
を
動
か
す
こ
と
が

出
来
、
い
す
を
使
う
の
で
少
々
バ
ラ
ン

ス
に
自
信
が
無
く
て
も
体
操
が
出
来
ま

す
。こ

の
機
会
に
、
体
も
心
も
若
返
る
荒

川
こ
ろ
ば
ん
体
操
に
参
加
し
て
健
康
づ

く
り
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
体
操
会

場
で
、
元
気
な
リ
ー
ダ
ー
が
皆
さ
ん
の

お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
時
！

介
護
保
険
認
定
申
請
が
出

来
ま
す

要
介
護
認
定
者
数
は
年
々
増
加
し
、

１２
年
度
の
約
２
倍
と
な
っ
て
い
ま
す

（
下
表
）
。
そ
れ
だ
け
病
気
や
け
が

で
介
護
を
必
要
と
す
る
方
が
増
加
し

て
い
る
と
言
え
ま
す
。

認
定
申
請
が
出
来
る
方

病
気
や
け

が
な
ど
で
介
護
等
が
必
要
な
状
況

に
な
っ
た
次
の
方

▽
６５
歳
以
上
の
方

▽
４０
歳
〜
６４
歳
で
、
特
定
疾
病
（
１６

種
類
）
に
該
当
す
る
方

新
規
申
請
方
法

①
認
定
申
請
…
区
役
所
２
階
介
護
保

険
課
ま
た
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
介
護
保
険
証
を
持
参
し
て

下
さ
い
（
主
治
医
を
１
人
決
め
て

お
い
て
下
さ
い
）

②
認
定
審
査
…
認
定
調
査
員
が
自
宅

等
を
訪
問
し
て
、
体
の
状
態
等
を

確
認
。
介
護
認
定
審
査
会
で
介
護

の
必
要
性
の
程
度
を
判
断
し
ま
す

③
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
…
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
等
が
、
本
人
・
家
族
と

話
し
合
い
な
が
ら
サ
ー
ビ
ス
利
用

計
画
を
作
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

を
開
始
し
ま
す

問
合
せ

介
護
保
険
課

!
内
線
２
４
３
３

高齢者の転倒予防・体力づくりを目的とした「荒川ころばん
体操」が生まれて９年目になります。区内のふれあい館・ひろ
ば館など全２４会場で定期開催し、１年間で約１５００人、延べにす
ると約６万人もの方が参加しています。
開発当初から体操を継続し、更に「ころばん体操リーダー」

として会場運営・体操の普及を担っている方のうち、５人にお
話を伺いました。

問合せ 高齢者福祉課 "内線２６６２

平
成
１２
年
介
護
保
険
制
度
発
足
か
ら

荒
川
区
の
介
護
保
険
運
営
協
議
会
会
長

と
し
て
、
微
力
な
が
ら
荒
川
区
の
介
護

保
険
事
業
に
関
わ
っ
て
参
り
ま
し
た
。

介
護
保
険
運
営
協
議
会
の
役
割
は
、

介
護
保
険
事
業
の
円
滑
な
運
営
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
、
「
荒

川
区
介
護
保
険
事
業
計
画
」
の
進
行
管

理
や
改
定
、
そ
の
他
介
護
保
険
事
業
の

運
営
に
関
し
、
利
用
者
の
立
場
か
ら
、

区
に
対
し
て
助
言
や
意
見
を
述
べ
る
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
委
員
は
、
医
療
・
福

祉
の
専
門
家
や
区
民
、
区
議
会
の
代
表

者
、
学
識
経
験
者
等
の
方
々
で
す
。

第
一
回
介
護
保
険
運
営
協
議
会
は
１２

年
１１
月
に
開
か
れ
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
状
況
な
ど
介
護
保
険
事
業
の
運
営

状
況
に
つ
い
て
協
議
し
、
サ
ー
ビ
ス
拡

充
に
つ
い
て
意
見
具
申
を
し
て
参
り
ま

し
た
。
ま
た
、
協
議
会
を
公
開
す
る
立

場
か
ら
区
民
一
般
の
方
の
傍
聴
の
取
り

扱
い
な
ど
を
議
題
と
し
て
取
り
上
げ
ま

し
た
。
傍
聴
は
一
例
で
す
が
、
こ
れ
ま

で
の
前
例
や
経
験
の
無
い
中
で
、
協
議

会
が
円
滑
に
運
営
出
来
る
よ
う
、
多
く

の
課
題
を
整
理
し
な
が
ら
進
め
て
参
り

ま
し
た
。

と
り
わ
け
記
憶
に
残
っ
て
い
る
こ
と

は
、
第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定

の
際
、
５
回
の
協
議
会
を
開
き
、
区
が

提
示
す
る
計
画
案
に
つ
い
て
協
議
し
た

こ
と
で
す
。

各
委
員
が
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
拡

充
策
や
新
た
な
介
護
保
険
料
の
内
容
を

十
分
点
検
す
る
と
共
に
、
新
し
い
計
画

が
荒
川
区
の
介
護
保
険
の
充
実
に
資
す

る
よ
う
、積
極
的
に
意
見
交
換
し
つ
つ
、

区
へ
の
意
見
・
助
言
を
行
っ
た
こ
と
が

思
い
出
さ
れ
ま
す
。

こ
の
１０
年
の
間
に
、
介
護
保
険
制
度

は
さ
ま
ざ
ま
な
見
直
し
が
行
わ
れ
、
認

定
制
度
の
改
正
や
介
護
予
防
の
導
入
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
な
ど
、
制

度
が
複
雑
に
な
り
、
分
か
り
づ
ら
い
も

の
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
介
護
保
険
の
事
業
に
異
種
多

様
な
分
野
か
ら
民
間
企
業
が
参
入
し
、

サ
ー
ビ
ス
が
充
実
す
る
と
共
に
、
事
業

者
間
の
競
争
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
介
護
保
険
運
営
協
議
会

の
委
員
は
第
三
者
の
立
場
か
ら
、
新
た

な
制
度
や
事
業
者
の
指
定
な
ど
の
区
の

報
告
に
対
し
、
分
か
り
や
す
い
説
明
を

求
め
、
荒
川
区
の
介
護
保
険
事
業
の
運

営
が
中
立
・
公
平
で
あ
る
こ
と
、
事
業

者
に
対
す
る
指
定
が
公
正
に
行
わ
れ
て

い
る
か
な
ど
を
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
し
て

き
ま
し
た
。

今
後
、
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画

策
定
を
控
え
、
介
護
保
険
運
営
協
議
会

の
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
協

議
会
は
各
委
員
が
相
互
に
意
見
を
十
分

に
交
わ
し
、
荒
川
区
の
介
護
保
険
事
業

が
区
民
の
た
め
の
よ
り
良
い
施
策
と
な

る
よ
う
、
質
の
高
い
助
言
に
一
層
努
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ

介
護
保
険
課

!
内
線
２
４
３
１

介
護
保
険
制
度
は
、
今
年
で
創
設
か
ら

１０
年
を
経
過
し
ま
し
た
。

今
号
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
介
護
に
関

わ
っ
て
き
た
方
々
の
介
護
に
対
す
る
思
い

等
を
紹
介
し
ま
す
。

続けて良かった

「荒川ころばん体操」

い

い

日
、

１１
月
１１
日
は
介
護
の
日

大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
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るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

介
護
サ
ー
ビ
ス
永
年
勤
続
従
業
者
表
彰
者

看
護
師
・
菅
谷
真
理
さ
ん

〜
中
立
・
公
正
な
介
護
保
険
事
業
の
運
営
を

荒
川
区
介
護
保
険
運
営
協
議
会
会
長

野
木
義
美
氏

津田攸山さ
ん（７４歳）

自分のために体
操は大切な存在で
す。
男性の参加をお
待ちしています。
無理無く続けるこ
とが出来る体操で
すよ。

宮脇元代さ
ん（７８歳） 体操を

始めて９年目。楽しく毎日
を過ごすことが出来ます。

本橋華子さ
ん（７０歳）

週４日は体操に参加
し、張り合いのある毎
日を楽しく過ごしてい
ます。

田中久雄さ
ん（９１歳）

体操と共に会場では
手話体操を始め、皆さ
んで楽しむことが出来
るレクリエーションを
しています。
男性も気軽に参加し
て下さい。

坂本留子さ
ん

（７５歳）
体操を始めて
８年目。お友達
が出来るし、何
より健康になり
ますよ。気軽に
参加してみて下
さい。覚えやす
いから大丈夫で
すよ。

介
護
保
険
制
度
創
設
１０
年

介
護
サ
ー
ビ
ス
永
年
勤
続

従
業
者
表
彰

荒川区医師会長

冨田崇敏氏

い

い

日
。

▲訪問看護ステーションみどり
で働く菅谷さん（勤続１０年）

２区報 介護の日 特集号 平成２２年（２０１０年）１１月１１日!"!"平成２２年（２０１０年）１１月１１日 介護の日 特集号 区報３

arimac
長方形



介
護
保
険
は

介介
護護
保保
険険
はは

み
ん
な
で
支
え
合
っ
て
い
ま
す

みみ
んん
なな
でで
支支
ええ
合合
っっ
てて
いい
まま
すす

自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す

菊
池

私
は
、
以
前
か
ら
興
味
の
あ
っ

た
福
祉
の
道
を
志
し
、
精
神
障
が
い
者

関
係
の
仕
事
を
し
て
い
た
時
に
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
（
介
護
支
援
専
門
員
）
と
い

う
仕
事
を
知
り
、
こ
の
世
界
に
入
り
ま

し
た
。今
年
で
４
年
半
に
な
り
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
勉
強
の
日
々
で
す
。

波
多

訪
問
介
護
に
携
わ
っ
て
今
年
で

６
年
目
で
す
。現
実
は
非
常
に
厳
し
く
、

利
用
者
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
さ
ま
ざ
ま
な

ケ
ー
ス
が
あ
り
、
あ
ま
り
に
も
範
囲
が

広
く
、抱
え
て
い
る
事
情
が
深
く
て
、こ

れ
か
ら
も
勉
強
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

和
田

看
護
師
か
ら
訪
問
看
護
を
経
由

し
て
、
現
在
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
所
長

を
し
て
い
ま
す
。
介
護
保
険
制
度
が
始

ま
っ
て
、
高
齢
者
自
身
の
意
識
が
徐
々

に「
お
金
を
払
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
買
う
」

と
い
う
意
識
に
変
わ
っ
て
き
た
よ
う
に

感
じ
て
い
ま
す
。

毎
日
現
場
で
の
介
護
の
仕
事
を
し
て

い
て
、
良
か
っ
た
と
思
う
の
は
ど
う

い
う
時
で
す
か

和
田

利
用
者
さ
ん
か
ら
「
あ
り
が
と

う
」
と
言
わ
れ
た
時
で
す
ね
。
う
ち
の

利
用
者
さ
ん
は
認
知
症
で
す
か
ら
、
中

に
は
ほ
と
ん
ど
言
葉
を
発
し
な
い
方
、

言
葉
が
混
乱
し
て
し
ま
う
方
も
居
る
の

で
す
が
、
ふ
と
し
た
時
に
「
あ
り
が
と

う
」
と
言
っ
て
頂
け
る
と
、
伝
わ
っ
て

い
る
ん
だ
な
と
う
れ
し
く
感
じ
ま
す
。

菊
池

私
の
説
得
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
始
め
た
利
用
者
さ
ん
が
、
楽
し

く
利
用
し
て
く
れ
て
、
表
情
も
良
く
な

る
と
、
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
等
は
、
短
時
間
で
も
介
護
か

ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
で
ご
家
族
に
も
余

裕
が
出
来
、
家
族
の
役
に
も
立
っ
て
い

る
の
か
な
と
う
れ
し
く
感
じ
ま
す
。

波
多

私
の
事
業
所
は
、
必
要
最
低
限

の
人
数
で
の
運
営
で
大
変
で
す
が
、
全

員
で
意
見
交
換
を
密
に
し
、
チ
ー
ム
一

丸
と
な
っ
て
困
難
な
事
例
の
サ
ー
ビ
ス

を
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
が
出
来
た
時
に

達
成
感
を
感
じ
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
が
利
用
者
の
役
に
立

っ
て
い
る
と
感
じ
る
の
は
ど
ん
な
時

で
す
か

菊
池

福
祉
用
具
も
定
価
で
買
う
と
結

構
高
価
で
す
。
車
い
す
等
は
介
護
保
険

で
借
り
ら
れ
る
か
ら
思
い
切
っ
て
外
に

出
て
み
よ
う
と
思
っ
て
く
れ
る
方
も
多

く
、
利
用
者
さ
ん
の
生
活
の
質
の
向
上

に
役
に
立
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

波
多

介
護
保
険
制
度
が
あ
っ
て
も
、

主
介
護
者
の
、
仕
事
・
介
護
・
家
事
の

「
３
両
立
」
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
た
だ
、
介
護
保
険
が
無
け
れ
ば
、

今
よ
り
も
も
っ
と
厳
し
い
状
況
に
な
る

わ
け
で
、
そ
れ
だ
け
で
も
介
護
保
険
の

存
在
価
値
は
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

仕
事
上
で
の
工
夫
、
特
に
気
を
付
け

て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か

波
多

契
約
の
時
に
訪
問
介
護
の
出
来

る
こ
と
・
出
来
な
い
こ
と
等
を
図
に
し

て
ま
と
め
た
も
の（
右
上
イ
メ
ー
ジ
図
）

を
作
成
し
て
、
説
明
し
て
い
ま
す
。

菊
池

利
用
者
宅
を
訪
問
す
る
時
は
、

区
が
発
行
す
る
冊
子
「
み
ん
な
の
あ
ん

し
ん
介
護
保
険
」
を
利
用
し
て
、
そ
の

利
用
者
さ
ん
に
必
要
な
部
分
に
集
中
し

て
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
ま
す
。

和
田

契
約
を
す
る
前
に
、
「
ま
ず
は

見
に
来
て
、
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
感
じ

て
下
さ
い
」
と
い
う
こ
と
で
、
ご
本
人

と
ご
家
族
に
見
学
に
来
て
頂
く
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
お
願
い
し
ま
す

和
田

こ
の
荒
川
区
を
「
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
街
」
に
し
た
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。
私
自
身
も
、
こ
こ
に
住
ん
で
２０

年
近
く
に
な
り
ま
す
し
、
第
二
の
故
郷

の
よ
う
な
も
の
で
す
。
自
分
が
年
老
い

た
時
に
、
「
や
っ
ぱ
り
荒
川
区
っ
て
良

い
な
」
と
思
え
る
街
に
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
年
、
勤
労
留
学

の
男
子
中
学
生
を
２
人
受
け
入
れ
、
介

護
の
現
場
を
見
た
り
、
体
験
し
た
り
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
介
護
の
魅
力
を
知

っ
て
も
ら
い
、
将
来
、
介
護
職
を
志
す

若
者
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
介
護
の
仕

事
で
一
家
の
生
計
を
支
え
ら
れ
る
、
そ

れ
に
見
合
う
賃
金
水
準
に
な
ら
な
い
と

駄
目
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
な
る

よ
う
、
私
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
介
護
を
す
る
っ
て
す
ば
ら
し

い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
か
ら
。

波
多

ド
イ
ツ
で
の
介
護
現
場
で
は
、

看
護
士
と
介
護
士
の
役
割
に
あ
ま
り
差

が
無
い
と
聞
き
ま
す
。
い
ま
だ
に
利
用

者
の
中
に
は
介
護
ヘ
ル
パ
ー
を
「
お
手

伝
い
さ
ん
」
と
認
識
さ
れ
て
い
る
方
も

居
ま
す
。
ど
ち
ら
か
が
劣
っ
て
い
る
と

い
う
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
訪
問

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
側
か
ら
見

る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
の
あ
る
部
分

が
重
な
り
、
区
別
し
に
く
く
な
っ
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
介
護
ヘ
ル
パ
ー

と
い
う
地
位
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、

私
を
含
め
た
介
護
ヘ
ル
パ
ー
自
身
が
勉

強
し
、
専
門
性
を
高
め
て
い
か
な
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

菊
池

利
用
者
や
そ
の
ご
家
族
に
対
し

て
「
頑
張
れ
」
と
い
う
言
葉
を
安
易
に

使
わ
な
い
よ
う
に
、
い
つ
も
心
掛
け
て

い
ま
す
。
利
用
者
も
ご
家
族
も
「
頑
張

り
ま
す
」
と
言
い
ま
す
が
、
頑
張
り
過

ぎ
な
い
、
頑
張
ら
な
く
て
良
い
、
余
裕

を
持
っ
て
介
護
が
出
来
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
と
い
つ
も
思
っ
て
い
ま
す
。

ご
家
族
も
「
大
変
な
ん
だ
よ
ね
」
と
言

い
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
笑
い
な
が
ら
言

え
る
よ
う
な
介
護
が
出
来
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん
が
荒
川
区
の

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
現
場
で
ご
活

躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す

災害等の特別な理由により、生活が著
しく困窮した時には、介護保険料の減免
を受けられる場合があります。
お困りの場合は、ご相談下さい。
相談・問合せ 介護保険課（区役所２階）

!内線２４４１

区内介護サービス事業所で介護サービスに
携わることで、介護保険制度の１０年を支えて
きた皆さんに、介護の現場での苦労と喜び、
これからの抱負について語って頂きました。
問合せ 介護保険課 !内線２４３６

座談会

１

２

４

５

６

７

８

３

"
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
か
え
で
・
も

み
じ
所
長
・
看
護
師
・
和
田
雅
美
さ
ん

▲あっぷる介護支援センター・
ケアマネジャー・菊池保さん

#
テ
ル
ウ
ェ
ル
東
京
所
長
・
訪
問
介
護
員

・
波
多
俊
介
さ
ん

４

古紙の配合率７０％再生紙を使用しています。

区報 介護の日 特集号 平成２２年（２０１０年）１１月１１日!"

～幸福実感都市あらかわ～
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